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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年11月8日(2012.11.8)

【公表番号】特表2012-507602(P2012-507602A)
【公表日】平成24年3月29日(2012.3.29)
【年通号数】公開・登録公報2012-013
【出願番号】特願2011-534664(P2011-534664)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  77/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  77/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年9月21日(2012.9.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）示差走査熱量測定によって走査速度２０℃／分で測定した場合、１００℃に等しい
かまたはそれを超えるガラス転移および２８０℃に等しいかまたはそれを超える融点を有
する少なくとも１種の半芳香族ポリアミド約１０～約９９．９重量％と、
　ｂ）末端アルキルカルボキサミド基を有する少なくとも１種の高分岐芳香族ポリアミド
約０．１～約１０重量％と、及び
　ｃ）少なくとも５Ｗ／ｍＫの熱伝導率を有する伝熱フィラー０～約８０重量％と、
　を含む熱可塑性組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
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【表３】

　本発明は以下の態様を含むものである。
　１．ａ）示差走査熱量測定によって走査速度２０℃／分で測定した場合、１００℃に等
しいかまたはそれを超えるガラス転移および２８０℃に等しいかまたはそれを超える融点
を有する少なくとも１種の半芳香族ポリアミド約１０～約９９．９重量％と、
　ｂ）末端アルキルカルボキサミド基を有する少なくとも１種の高分岐芳香族ポリアミド
約０．１～約１０重量％と、及び
　ｃ）少なくとも５Ｗ／ｍＫの熱伝導率を有する伝熱フィラー０～約８０重量％と、
を含む熱可塑性組成物。
　２．前記伝熱フィラーが、約１０～約８０重量％で存在し、酸化亜鉛、酸化マグネシウ
ム、窒化ホウ素、黒鉛薄片または繊維、フッ化カルシウム粉末、および硫化亜鉛からなる
群から選択される、前記１に記載の熱可塑性組成物。
　３．前記伝熱フィラーが、フッ化カルシウムである、前記２に記載の熱可塑性組成物。
　４．前記少なくとも１種の半芳香族ポリアミドが、ポリ（デカメチレンテレフタルアミ
ド）、ポリ（ノナメチレンテレフタルアミド）、ヘキサメチレンテレフタルアミド／２－
メチルペンタメチレンテレフタルアミドコポリアミド；ヘキサメチレンアジパミド／ヘキ
サメチレンテレフタルアミド／ヘキサメチレンイソフタルアミドコポリアミド；ポリ（カ
プロラクタム－ヘキサメチレンテレフタルアミド）；およびヘキサメチレンテレフタルア
ミド／ヘキサメチレンイソフタルアミドコポリマーからなる群から選択される、前記１に
記載の熱可塑性組成物。
　５．前記少なくとも１種の半芳香族ポリアミドが、ヘキサメチレンテレフタルアミド／
２－メチルペンタメチレンテレフタルアミドコポリアミドである、前記１に記載の熱可塑
性組成物。
　６．前記高分岐芳香族ポリアミドが、ＡＺＢ2、ＡＺＢ4、およびＡＺＢ8モノマーから
なる群から選択される１種または複数のモノマーの反応によって得られる繰返し単位を有
し、ここで、Ａは、カルボン酸またはエステルであり；Ｂは第一級アミノ基であり、Ｚは
、フェニル、ビフェニル、ナフチル、ピリジニル、およびピリミジニルからなる群から選
択される、１～２０個の芳香族環を有するヒドロカルビル基であり；ここで、前記芳香族
環は、共有結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｃ（Ｏ）－、および－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－から選択され
る連結基で連結されている、前記１に記載の熱可塑性組成物。
　７．前記高分岐ポリアミドが、３，５－ジアミノ安息香酸の反応によって得られる繰返
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し単位を有する、前記１に記載の熱可塑性組成物。
　８．ｄ）５Ｗ／ｍＫ未満の熱伝導率を有するフィラー約１５～約５０重量％をさらに含
む前記１または２に記載の熱可塑性組成物。
　９．前記１または８に記載の組成物を含む成形物品。
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